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小型チップボイラーによる実証試験 
― 沢内村との共同研究成果から － 
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（担当 木材部 主任専門研究員 多田野 修）

１ 研究のねらい  
林業技術センターでは、木材チップの燃料利用

に向けた取り組みを行っており、沢内村との共同

研究により小型チップボイラーの燃焼性能、コス

ト等を実証試験により検討した。 

 

２ 研究方法と結果  
実証試験で使用したチップボイラーは、沢内村

が沢内村雪国文化研究所に導入した出力 20ｋW の

スイス製温水ボイラーである。このチップボイラ

ーは、含水率80％までの木材チップの燃焼が可能

であり、施設（床面積約 160m2）の暖房に使用して

いる。 

実証試験では、チップボイラーでの木材チップ

使用量と発生熱量から、木材チップの熱量単価（１

ｋWｈ＝860kcal の発熱量を得るために必要な木材

チップの価格）を求めた。なお計算では、村内の

チップ生産施設における製紙工場（宮城県）着価

格（14,000 円/絶乾ｔ）を使用した。またチップの

 

平均含水率は約50％であった。 

図は、平成13 年度と平成14 年度における月別

の木材チップの熱量単価を示したものである。こ

れによると、平成13 年度に比較して、平成 14 年

度の熱量単価が低くなっている。これは、平成

13 年度は朝にボイラーに点火して夕方に停止す

る「断続運転」を行ったのに対し、平成 14 年度

は月曜日の朝に点火し金曜日の夕方までボイラ

ーの火を消さない「連続運転」を行ったためであ

る。 

 
３ 成果と今後の進め方  

以上により、チップ燃料をチップボイラーで利

用する場合、「連続運転」が効率の良い適した運

転方法であり、そのランニングコストは、既存の

製紙用チップ価格から計算すると、灯油や重油よ

り安いことが分かった。今後は、当センターがこ

の 3 月に導入した高含水率チップの燃焼が可能

な生チップボイラーを使用して、同様の実証試験

を実施する。 
 

  

  

  

沢内村の小型チップボイラー 
木材チップの熱量単価
（村 内 の ス ギ チ ッ プ 利 用 ）
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図 　チップボイラーによる実証試験結果


